
いなみ野水辺の里公園との連携事業による

稲美町立いなみ野水辺の里公園 (特定非営利活動法人環境ユーイングてんま） と兵庫大学現代ビジネス学部は、2017年度

より同公園の夏祭りの実施に関して連携協力をおこなっています。 「地域を盛り上げるための若い人のアイデアがほしい」とい

う同公園と「地域の現場で学べる環境がほしい」本学部のそれぞれのニーズと想いがマッチしたからです。プロジェクトの目的

は、こどもたちの遊びと学びの場である自然いっぱいの「いなみ野水辺の里公園」を地域に根付かせ、活性化させることです。

この事業を現代ビジネス学部の専門科目である「ボランティア体験A」の授業の一環としておこなっています。学生は、毎年7月

に開催されている夏祭りに向けて企画段階からチームを組んで関わり、当日の夏まつりイベントにおいて運営ボランティア活動

を行います。この運営を進めるにあたり、中心的に関わる学生代表プロジェクトチームを発足させ、2年目の連携事業に挑みま

した。
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本プロジェクトの特徴は、提案したアイデアや企画を地域の現場で実現できる点にあります。このPBLを通じて学生が実

際に感じた教育効果について、学生の声をそのまま示します。

1. 学生から見た本PBLの意義

反省点を踏まえて、こうするべきではないかという意見を出すだけであれば、それはただの空想上の話

→ 行動に移すことのできる環境が与えられたことの意義は大きい

2. 学生の実体験

(1) 学生という立場で0から1の意見を出し、また1から2の意見を出すことの難しさを感じながら、その意見が本当に最善策

であるかを見きわめることができる実体験

(2)  自分たちの意見が社会人の方々にどれほど通用するか、厳しい現実をたたきつけられるのではないかとプレッシャー

を感じながらプレゼンに臨み、意見を交わすことができる実体験

(3) 試行錯誤して練った企画を実践し、さらにその場の状況に応じて的確な指示を出しながら進めることができる実体験

3. 学生が重要性を身をもって感じ、身につき始めた力

「1から自分で提案する力」 「実際に行動する力」 「臨機応変に指示する力」

上の「意義」や「実体験」や「力」そのものを学生自身が見いだし、自信をもって述べられるまでになったことの教育効果は

大きな意義があると考えます。このような学びの場を提供し、あたたかく見守って下さる、いなみ野水辺の里公園の方々に

感謝を申し上げます。
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各チームによる話し合い・事前準備
水辺の里公園夏祭り学生代表プロジェクトチーム

は、水辺の里公園の方々との合同会議のテーブル

につき、議論と情報共有を行いました。また、考えた

企画案を実現するにあたり、協力をして下さる外部団

体の方から貴重なアドバイスを頂くことができました。

夏祭りのコラボについて、初年度は互いに模索しな

がらの取り組みでしたが、2年目は前年度の反省点を

踏まえ、課題の解決に向けて共に議論する体制が生

まれました。昨年失敗だった事例が目の前に存在す

ることや、その解決が必要不可欠であることから緊張

感をもって取り組むことができました。特に今回は、

受付時の混雑回避、熱中症対策(ミストシャワーの導

入)、そして会場の効果的なレイアウトについて提案

し、同公園より受け入れて頂き、実施することになりま

した。改善や新しいアイデアが参加者のためになるこ

とから、地域貢献や活性化を担おうという意識を共有

することができました。

ふりかえり〜教育の成果と学⽣の成⻑〜

夏祭り当⽇のボランティア活動

水辺の里公園には、「生きる」というテーマ曲があります。この曲を通じて知

名度を高めることも同公園の切なる想いとして伺っていました。昨年、兵庫県

立太子高等学校のコーラス部の皆さんに、夏祭りの出演をお願いし、ステー

ジを盛り上げて頂きました。そのご縁をきっかけにして、テーマ曲のコーラス

の再収録にご協力願いました。さらに同公園の自然や生き物の写真とそれ

ぞれの想いをつないで学生が動画を完成させました。この配信を通じて、同

公園の認知度を高め、さらなる地域活性化につなげようとしています。

テーマ曲を収録した動画の制作⽬的

7/21(土)の夏祭り当日は快晴に恵まれました。参加した学生14名は、準備してきた各自の役割をこなしました。一方で突発

的に直面した課題にもその場で話し合い、行動するなどの連携が生まれました。当日は大学のオープンキャンパスが開催され

ており、テレビ電話を用いて、現場の学生の活動の様子をリアルタイムで(学科紹介参加の)高校生に向けて発信しました。
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